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総合特別区域に指定されました　

障害者虐待防止法が始まります

９

南アルプス市民憲章
緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います



■ 

特
区
指
定
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て
何
？

　　
国
と
の
協
議
に
よ
り
、
特
区
地
域
に
お
け
る

特
区
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
地
域
特
定

の
規
制
緩
和
や
予
算
・
税
政
面
な
ど
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
国
と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
具
体

的
な
事
業
内
容
や
支
援
内
容
が
決
定
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

規
制
・
制
度
の
特
例
措
置

　
農
地
関
連
制
度
や
酒
類
の
製
造
免
許
な
ど
、
特

区
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
規
制
緩
和

 

税
制
上
の
支
援

　
所
得
税
の
軽
減
措
置
な
ど
、
特
区
事
業
に
必

要
な
資
金
・
財
産
に
関
す
る
税
制
上
の
支
援

 

予
算
上
の
支
援

　
特
区
事
業
に
関
係
す
る
設
備
投
資
費
や
運
営

費
な
ど
、
特
区
地
域
限
定
の
国
の
関
連
予
算
で

の
支
援

 

金
融
上
の
支
援

　
特
区
事
業
に
必
要
と
な
る
融
資
な
ど
、
資
金

調
達
に
関
係
す
る
国
か
ら
の
利
子
補
給
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新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
６
次
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
第
一
歩

南
ア
ル
プ
ス
市
が
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
広
報
５
月
号
で
お
伝
え
し
た
「
競
争
力
と
持

続
力
を
持
つ
交
流
６
次
化
モ
デ
ル
の
構
築
特
区
」

が
７
月
25
日
（
水
）
に
三
重
県
な
ど
５
地
域
と

と
も
に
指
定
を
受
け
、
８
月
９
日
（
木
）
に
総

務
省
で
川
端
総
務
大
臣
（
地
域
活
性
化
担
当
大

臣
）
か
ら
指
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
初
め
て
の
指
定
と
な
る
快
挙
で
あ
り
、

今
後
、
南
ア
ル
プ
ス
市
が
め
ざ
す
６
次
化
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
の
団
体
や
企
業
、
大

学
や
研
究
機
関
、
農
業
・
商
工
業
関
係
者
と
行

政
が
一
丸
と
な
り
、
本
市
の
地
域
経
済
・
産
業

の
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

地
域
活
性
化
総
合
特
区
と
は

　

先
進
的
な
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と
な
る

可
能
性
の
高
い
地
域
を
国
が
指
定
し
、
そ
の
取

り
組
み
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
国
家
戦
略
と
し
て

位
置
づ
け
て
、
国
の
成
長
戦
略
の
切
り
札
と
し

て
総
合
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
本
市
は
、「
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
」
を
除
く

市
内
全
域
で
の
『
６
次
化
の
ま
ち
づ
く
り
』
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
国
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

『地域活性化総合特区』指定書の授与式
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■
特
区
の
活
用
方
法
は…
　　

本
市
で
は
、
総
合
特
区
地
域
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な

６
次
産
業
を
創
出
し
ま
す
。
併
せ
て
、
そ
の
取
り

組
み
を
広
め
、
継
続
さ
せ
る
た
め
、
本
市
な
ら
で

は
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
（
都
市
交

流
・
定
住
化
）、
さ
ら
に
は
新
た
な
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
構
築
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
も
い
た
だ
き
、
国
と
の
協
議
に
よ
り
具
体
的
な

計
画
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば…

○
６
次
化
拠
点
施
設
の
整
備

　

６
次
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
本
市
な
ら
で
は
の
新
た
な
産
業
の

姿
を
見
せ
、
魅
力
を
発
信
し
、
都
市
間
交
流

や
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
活
動
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
ま
す
。

　

↓　

６
次
産
業
に
関
す
る
農
地
転
用
手
続
き    

　
　
　

の
緩
和
や
参
入
事
業
者
へ
の
支
援

○
６
次
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
設
置

　

６
次
化
を
市
内
に
広
げ
・
繋
ぐ
た
め
の
機

能
・
制
度
を
設
置
し
ま
す
。
民
間
参
入
者
へ

の
受
け
皿
の
整
備
や
提
携
先
の
紹
介
な
ど
、

産
業
立
地
へ
の
総
合
的
な
支
援
体
制
を
整
え

ま
す
。

　

↓　

機
能
設
置
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
法
律
の

         

規
制
緩
和

　

↓　

地
域
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
参
入
事
業
者  
         

へ
の
後
方
支
援　

○
地
域
産
品
に
こ
だ
わ
っ
た
加
工
特
産
物

○
地
域
の
食
材
を
活
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
施
設

　

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
、
南
ア
ル
プ

ス
な
ら
で
は
の
モ
ノ
や
風
景
を
つ
く
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
農
村
風
景
を
見
な

が
ら
食
事
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
、

小
規
模
な
宿
泊
施
設
な
ど
へ
の
新
規
参
入
や
農

家
・
事
業
者
と
の
連
携
を
支
援
し
ま
す
。

　

↓　

果
実
酒
の
少
量
醸
造
に
対
す
る
規
制
緩
和

　

↓　

新
規
参
入
法
人
へ
の
税
制
支
援

○
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案

　

中
部
横
断
自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
整
備
、
新
山
梨
環
状
道
路
の
活
用
な
ど
、
首

都
圏
か
ら
１
時
間
30
分
の
立
地
条
件
と
癒
し
の

自
然
環
境
を
活
か
し
た
都
市
間
交
流
・
定
住
化

を
進
め
ま
す
。
地
域
産
業
へ
の
新
規
参
入
や
消

費
活
動
へ
の
支
援
、
定
住
エ
リ
ア
の
位
置
づ
け

な
ど
、
南
ア
ル
プ
ス
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
提
案
し
ま
す
。

　

↓　

交
流
・
定
住
化
に
関
す
る
参
入
事
業
者

　
　
　

へ
の
支
援

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　

本
市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
の
た
め
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
さ
せ
る
取
り
組
み
を

支
援
し
、
６
次
産
業
施
設
な
ど
へ
の
導
入
や
低

コ
ス
ト
化
を
意
識
し
た
居
住
環
境
の
整
備
を
促

進
し
ま
す
。

　

↓　

発
電
設
備
の
導
入
に
ネ
ッ
ク
と
な
る

　
　
　

法
律
の
規
制
緩
和

　

↓　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

　
　
　

実
証
等
へ
の
支
援

【お問合せ】「ふるさと愛」プロジェクト室  ℡（２８２）1216

○ 地域経済の活性化 
○ 雇用人口の拡充 
○ 耕作放棄地を始めとした遊休資産の復活 
○ 市民１人あたりの生産性の向上 
○ 地域の価値を拡充（地域のブランド化） 

目標 

６次化による
新たな産業の創出

新たなライフスタイルの提案
（都市交流・定住化）

新たな地域エネルギーの構築

○ エネルギー自給率の向上

■
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

地
域
活
性
化
総
合
特
区
や
６
次
化
基
本
構
想

な
ど
、
６
次
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
詳
細

は
、「
ふ
る
さ
と
愛
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
、
ご
要
望
、
取
り
組
み
に
関
心
の
あ

る
方
は
、お
気
軽
に
「
ふ
る
さ
と
愛
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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主な内容

・市が進めていこうとしている農業の６次化ってどんなことなのでしょう。
・特例制度の合併特例債ってどんな制度なのでしょう。
・行政改革は進んでいるのでしょうか。今後公共施設の統廃合はどのようにすすめ
  られるのでしょう。
・夢のあるまちを一緒につくっていきましょう。

   ※日時、場所は下記のとおりです。都合の良い日にお出かけください。

みんなで郷土をつくりましょう

市政説明会を開催します

ま　  ち

   前ページで掲載した「競争力と持続力を持つ交流
６次化モデルの構築特区」を活用した６次化のまち

づくりへの取り組みや、財政状況が厳しくなる中で

公共施設はどうあるべきかなど、現在市が取り組ん

でいる政策や、南アルプス市の将来を見据えたまち

づくりについて市長がお伝えし、市民のみなさんと

考えます。どなたでも参加できます。大勢のみなさ

んの参加をお待ちしています。

【お問合せ】　秘書課　℡（282）6037

  

　
10月中旬までの開催予定　※10月下旬から11月の日程は別途お知らせします。

　　　  開催日 　  時　間              対　象　地　区                          会 　場

　   ９月３日 (月 )   　                  芦安                    　　　　　  芦安ふれあい館

　
　　   ５日 ( 水 )                   下今井・鏡中條           　　　　　若草生涯学習センター
　　　   ６日 ( 木 )                   寺部・加賀美・十日市場                          〃
　　    10 日 ( 月 )                   高尾・平岡・あやめヶ丘               くしがたすこやか平岡館
          12 日 ( 水 )                   上市之瀬・上野・中野・下市之瀬　　    西地区農村環境改善センター
          14 日 ( 金 )                   藤田・浅原                                     若草生涯学習センター
          18 日 ( 火 )                   上今井・沢登                          働く婦人の家
          26 日 ( 水 ) 　　19:30～       吉田・十五所                                 〃
          28 日 ( 金 )                   在家塚                                     健康福祉センター
    10 月１日 ( 月 )                   飯野                                            　〃
            ３日 ( 水 )                   野牛島・六科                          ふれあい情報館
            ５日 ( 金 )                   小笠原                                     櫛形生涯学習センター
            ９日 ( 火 )                   下高砂・上高砂・榎原・徳永               ふれあい情報館
          10 日 ( 水 )                   山寺                                     山寺公会堂
          11 日 ( 木 )                   桃園                                     ＪＡこまの桃園支所
          15 日 ( 月 )                   上宮地・曲輪田                           曲輪田公会堂
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７
月
24
日
、
本
市
生
ま
れ
の
ス
モ
モ
の

高
級
品
種
「
貴
陽
」
が
、「
重
さ
が
世
界
一
」

の
ス
モ
モ
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ギ
ネ
ス
登
録
の
審
査
会
で
は
、Ｊ
Ａ
こ
ま

野
の
小
池
組
合
長
か
ら
生
産
地
証
明
書
と

と
も
に
市
内
で
収
穫
さ
れ
た
３
個
の
貴
陽

が
ギ
ネ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
・
レ
コ
ー
ズ
の
公

式
認
定
員
に
手
渡
さ
れ
、
周
囲
、
高
さ
を

計
測
後
、
最
後
に
重
さ
が
慎
重
に
計
測
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
重
さ
３
２
３
．７
７
グ
ラ
ム
の
貴

陽
が
「Heaviest plum

（
最
も
重
い
プ
ラ

ム
）」
と
し
て
ギ
ネ
ス
登
録
を
果
た
し
、
認

定
員
か
ら
中
込
市
長
に
認
定
証
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ス
モ
モ
生
産
量
日
本
一

貴
陽
は
重
さ
世
界
一
で

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定

話
題
性
を
販
路
拡
大
と

「
も
う
か
る
農
業
」

モ
デ
ル
の
き
っ
か
け
に

　

市
で
は
生
産
者
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
南
ア
ル
プ
ス
の
果
物
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
を
め
ざ
し
て
、Ｊ
Ａ
こ
ま
野
や
商

工
会
と
協
力
し
、
国
内
で
の
認
知
度
向
上

や
、
海
外
へ
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
農
業
の
収
益
向
上
に
つ
な
が
る
政
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ス
モ
モ
生
産
量
日
本
一

貴
陽
は
重
さ
世
界
一
で

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定

貴陽とは…
　貴陽の誕生は、30年程前落合の篤農家、故高石鷹雄さんがスモモの品種
の花粉交配させた中に大きい実を付けるスモモを見つけたのが始まりです。
交配種の片方は「太陽」、もう片方は「小松スモモ」と言われています。
　1996年には、当時の農林水産省より品種登録が認められ、新品種として
栽培されるようになりました。７～８月に収穫され、糖度が高く酸味と甘み
のバランスが良い高級品種として知られています。

スモモの試食をする公式認定員の
カルロス・マルティネスさん

いよいよ重量を計測
（わずかな風も影響するた
め四方を囲っています）

認定証を受け取る市長 ギネス認定証と
登録された貴陽

外周や直径などの
大きさを計測
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見
逃
さ
な
い
　
目
を
そ
ら
さ
な
い
　
抱
え
込
ま
な
い

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
始
ま
り
ま
す

10月１日から

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
障
害
者
虐
待

を
次
の
３
つ
に
分
け
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
何
人
も
、
障
害
者
に
対
し
、
虐
待

を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

障
害
者
の
世
話
や
介
助
、
金
銭

管
理
な
ど
を
行
う
家
族
、
親

族
、
同
居
人
な
ど
に
よ
る
虐
待

●
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等

に
よ
る
障
害
者
虐
待

障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
に
基

づ
く
通
所
・
入
所
の
施
設
や
事

業
所
の
職
員
に
よ
る
虐
待

●
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

は
た
ら
く
障
害
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
な
ど
に
よ
る
虐
待

※

障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
人
も
含

　

め
、
心
身
の
障
害
や
社
会
的
障
壁
に
よ
り

　

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
制
限
を
受
け
る

　
人
が
対
象
で
す
。

　

た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
虐
待
に
あ

た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

身
体
に
傷
を
つ
け
る
、
暴
行
を
加
え
る
、
正

当
な
理
由
な
く
身
体
を
拘
束
す
る

○
性
的
虐
待

性
交
や
キ
ス
、
裸
に
す
る
な
ど
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
、
さ
せ
る

○
心
理
的
虐
待

暴
言
や
差
別
的
言
動
、
拒
絶
的
な
対
応
な

ど
、
言
葉
や
態
度
で
精
神
的
な
苦
痛
を
あ
た

え
る

○
放
棄
・
放
任

食
事
を
さ
せ
な
い
、
長
時
間
放
置
す
る
な
ど

必
要
な
介
助
を
せ
ず
衰
弱
さ
せ
る

○
経
済
的
虐
待

障
害
者
の
財
産
や
お
金
を
勝
手
に
処
分
し
た

り
、
年
金
や
賃
金
を
渡
さ
な
か
っ
た
り
す
る

※

障
害
者
ご
本
人
の
「
虐
待
さ
れ
て
い
る
」
と

　
い
う
自
覚
、
虐
待
し
て
い
る
側
の
「
虐
待
し

　
て
い
る
」
と
い
う
自
覚
が
あ
る
か
ど
う
か
は

　
問
い
ま
せ
ん
。

＊
通
報
義
務
が
あ
り
ま
す
!!

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
害
者
を
発
見

し
た
際
は
、
市
町
村
な
ど
の
通
報
窓
口
へ
、

す
み
や
か
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

＊
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
に
理
解
・
協
力
を
!!

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
養
護
者
へ
の
支
援
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
深
め
、
虐
待
を
生
ま

な
い
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

『
見
逃
さ
な
い
』

　

障
害
者
本
人
や
、
養
護
者
の
様
子
の
変
化

な
ど
、
周
囲
の
人
た
ち
の
、
虐
待
の
兆
候
へ

の
「
気
づ
き
」
が
大
切
で
す
。

『
目
を
そ
ら
さ
な
い
』

　

差
別
や
不
当
な
扱
い
な
ど
虐
待
の
「
芽
」

は
な
い
か
？
障
害
者
本
人
の
置
か
れ
る
状
況

へ
の
適
切
な
「
見
立
て
」
が
大
切
で
す
。

『
抱
え
込
ま
な
い
』

　

「
こ
れ
っ
て
虐
待
で
は
？
」
と
思
っ
た

ら
、
問
題
が
大
き
く
な
る
前
に
通
報
・
相

談
。
適
切
な
窓
口
へ
の
「
つ
な
ぎ
」
が
大
切

で
す
。 

「
障
害
者
虐
待
」
と
は
？

ど
ん
な
こ
と
が
「
虐
待
」
に
な
る
の
？

市
民
の
責
務
は
・
・
・

虐
待
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
に
・
・
・

「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
が
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

虐
待
か
ら
障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
を
ま
も
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
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【お問合せ】　福祉総合相談課　℡（２８２）７２５０

―
 

関
係
者
に
聞
き
ま
し
た ―

誰
も
が
「
障
害
者
虐
待
を
生
ま
な
い

ま
ち
づ
く
り
」
の
担
い
手
で
す
！

　
虐
待
と
い
う
と
、
叩
く
と
か
縛
る
と
か
、
そ
う
い
う
ひ
ど
い
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
人
格
の
尊
重
」
と
い
う
本
来
大
事
な
、
で
も
こ
れ
ま

で
無
意
識
の
う
ち
に
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
に
、
ち
ゃ
ん

と
目
を
向
け
て
い
こ
う
よ
と
い
う
の
が
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
の

根
幹
で
す
。

　
「
障
害
者
だ
か
ら
」
「
で
き
な
く
て
当
た
り
前
」
「
こ
の
く
ら

い
で
い
い
だ
ろ
う
」
な
ど
、
そ
う
い
う
扱
い
に
対
し
て
、
自
分
か

ら
は
声
を
あ
げ
に
く
い
の
も
障
害
者
で
す
。
そ
こ
を
見
過
ご
さ
な

い
こ
と
が
、
障
害
者
虐
待
を
生
ま
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
私
た
ち
福
祉
施
設
で
働
く
者
も
、
本
当
の
意
味
で
利
用
者
個
人

を
尊
重
し
た
支
援
が
で
き
て
い
る
の
か
、
施
設
・
組
織
の
体
質
も

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
障
害
者
へ
の
理

解
、
そ
れ
が
一
番
で
す
。
「
障
害
者
は
特
別
な
人
で
あ
り
、
特
別

な
施
設
で
し
か
暮
ら
せ
な
い
」
と
い
う
時
代
は
過
ぎ
ま
し
た
。
今

は
「
誰
で
も
一
市
民
と
し
て
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
よ

う
」
「
そ
れ
を
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
」
と
い
う
時
代
で
す
。
障

害
を
も
つ
大
変
さ
や
、
そ
の
子
を
育
て
る
親
の
大
変
さ
に
、
温
か

い
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
部
の
特
別
な
も

の
、
社
会
の
片
隅
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
み
な
さ
ん
の
す
ぐ
そ

ば
に
、
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。
理
解
が
、
支
え
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
の
暮
ら
し
や
す
い
社
会
は
、
誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す

い
社
会
な
の
で
す
か
ら
。 南アルプス市障害者

地域自立支援協議会
 　栗原 早苗 会長

『介護マーク』と『おかえりマーク』を配布しています。
　認知症の方とその家族が安心して暮らせる街をめざし、「認知症の人と家族の会（やまびこの会）」と市の連携
により、『介護マーク』と『おかえりマーク』を必要な方に配布しています。

『介護マーク』
認知症の方の介護は、他の人から見るとわかりにくいものです。
『介護マーク』は、介護をしていることを周囲に理解してもらうためのものです。
このようなときにお使いください。
●一緒にお出かけをするとき　●公共のトイレへ付き添うとき
●介護をする男性が女性用の下着を購入するとき
また、『介護マーク』をつけている方を見かけたら、温かく見守ってください。

『おかえりマーク』
　認知症の方の徘徊は、時には命にかかわる危険な行動です。
『おかえりマーク』は、内側に名前や連絡先を記入し、服につけることができます。
また、『おかえりマーク』をつけている方を見かけたら、次のことにご協力ください。
●ゆっくりやさしく話しかける　●マーク内側の連絡先に電話する
●家族や警察官の到着まで話し相手をする　●個人情報を厳守する

各マークとも無料でお渡ししています。必要な方は、福祉総合相談課へご連絡ください。

障害者虐待の通報・相談窓口はこちらです（10月１日～）
南アルプス市障害者虐待防止センター（福祉総合相談課）

（２８２）７２５０
（通報・届出をした人の秘密は守られます）
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市内のできごと

７月28日

かんじゅく座が「ねこら！」を公演

　　昨年11月に着工した櫛形中学校の武道場が完成し、竣工
　式が行われました。武道場は、新学習指導要領に基づき、
　中学校での武道学習が必須化されたのに伴い建設されまし
　た。場内には柔道場と剣道場、そして弓道場を備え、中学
　校の学習活動の場として、地域の社会体育施設としても活
　用されます。

7月24日

櫛形中学校の武道場が完成
社会体育施設としても活用

　　　櫛形総合公園で南アルプス山麓サマーフェスティバル
　　2012が開催されました。祭りでは、商工会やＪＡこま野
　　をはじめ様々な屋台が立ち並び、夕方の涼しい時間にな
　　ると多くの家族連れなどで賑わい、夏の夜のひとときを
　　楽しみました。
　　　また、舞台では市内の太鼓団体による演奏やよさこい
　　の３チームも出演し祭りを盛り上げ、フィナーレではた
　　くさんの打ち上げ花火が夏の夜空を彩りました。

７月28日
南アルプス山麓サマー
　　　　　　　フェスティバル2012

　　市では来年度開催を計画している「全国シニア演劇大会in南
　アルプス」のプレ公演として、「かんじゅく座in南アルプス市」
　を開催し、約200人が鑑賞しました。
　　かんじゅく座は東京を本拠に活動しているアマチュア劇団で、
　今回の演目「ねこら！」では、新宿の野良猫たちに扮し、人情
　味あふれるストーリーと、シニア世代とは思えない軽快なダン
　スを披露し、鑑賞した人たちからは大きな歓声と拍手が起こっ
　ていました。

平均年齢69歳のアマチュア劇団

夏の夜を満喫

櫛形中学校武道場
所　在●南アルプス市小笠原985-8
構　造●鉄骨造平屋建て (柔剣道場、弓道場、器具庫、トイレ )
床面積●615.04㎡
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８月５日

南アルプス市協働フォーラムin 2012
みんなで考えるまちづくり

　市とみんなでまちづくり推進会議、市民活動センター運営委
員会が主催して協働フォーラムin2012が若草生涯学習センター
で開催されました。
　平成23年度に事業実施された4件の市民協働事業の公開報告
会では、各団体の代表者がスライドを使って発表し、自主的な
活動を協働事業のしくみが後押ししてくれたなど、それぞれの
事業の成果や感想を述べました。

　

7月下旬～８月中旬

国際・国内の友好姉妹都市
　　　　　　　　　　交流で親睦

夏休みの楽しい思い出づくり！

　　今年も本市と友好姉妹都市との交流事業が行われ、国内
　では北海道津別町の小学生が来市し、本市からは石川県穴
　水町に小学生が、東京都小笠原村に中学生がそれぞれ訪問
　しました。
　　また、国際交流事業では、アメリカのウィンターセット
　市からの訪問団が本市を訪れ、本市からはアメリカのマー
　シャルタウン市を訪問しました。
　　国内・国際交流ともに夏休みの楽しい思い出の１ページ
　を刻み、それぞれ友好を深めました。なお、オーストラリ
　アのクィンビヤン市の訪問団も９月下旬に本市を訪問する
　予定です。

●国際交流

●国内交流

浴衣に着替えて茶道を体験【ウィンターセット市からの訪問】

【マーシャルタウン市への訪問】
トウモロコシ農場のスケールの大きさに感動

【穴水町への訪問】
スリル満点のバナナボートを体験

【津別町からの訪問】
若草瓦会館で鬼面瓦づくりに挑戦

【小笠原村への訪問】
世界遺産 小笠原諸島の南島で自然を満喫



美 術 館
M i n am i - A l p s  C i t y

参上！
　南ぷす自慢し隊

VOL.６   注目を浴びる『食用ほおずき』

南アルプス 10

銀 ム場所は全て山梨中 スタジア （小瀬スポーツ公園内）

ヴァンフォーレ甲府　
ホームゲーム試合日程　

 

Ｊ２リーグ戦

９月 14日(金)  　19:00　ファジアーノ岡山　
９月 17日(月祝)　 　16:00　ガイナーレ鳥取　 　　　　ォ詳しくはヴァンフ ーレ甲府ホームページをご確認ください。

http://www.ventforet.co.jp/game/gameschedule/

●当コラムでは、みなさんの「ここ知ってる？」「あそこいいよ！」そんな声を
　募って取材に出かけて行きます。あなたの自慢したいスポットをぜひお知ら
　せください。 　　　　　　　　　　　　　秘書課 広聴広報担当 ℡（282）6037

M
Museum Infromation

■春仙美術館

開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日  月曜日・祝日の翌日
入 館 料  一般300円、大高生250円　中小生150円
　　　　　※20名以上団体料金２割引

     近代役者絵の双璧
   「名取春仙と山村耕花」展
　　

お問合せ◇春仙美術館　℡（282）6600　FAX（282）6601

■白根桃源美術館
　　　 南アルプス市在住の美術愛好家による作品展で、油画、水彩、鏝(こて)絵など約50点
　　　を展示します。

        

　　

南アルプス美術協会展  ～９月23日（日）
 　

お問合せ◇白根桃源美術館　℡（282）0149　FAＸ（282）1139

開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日  月曜日・祝日の翌日

入 館 料  本会期中は無料　　　　　

                                            ～９月23日（日）

　　　　　　　
　北村清己「ひかり」

　ほおずき、って食べたことありますか？ そうあのオレンジ

色のほおずき。子どもの頃、その実の中味をほぐしてして種

や果汁を上手にとり出し、薄皮だけを残して風船のようにし

て、ぶいぶい鳴らして遊んだ覚えがあります。（そのときなめ

てた味は、渋くて苦くて酸っぱくて、とてもおいしいもので

はありませんでしたが…。）

　なんと、南アルプス市ではおいしく食べられるほおずきが

作られているのです。柑橘系のさわやかさとほのかな甘さ、

フルーツトマトに似たみずみずしい味わい─その彩りのよさ

も魅力で、首都圏のデパートやレストラン・料亭・菓子店な

どで和洋を問わず、注目

度は急上昇中。

　食用ほおおずき生産組合が取り組む「ゴールデンベリー」。

豪華でロマンチックな印象のネーミングもいいですね。苦節

10 年の取り組みを重ねてきた、可憐でおいしいほおずきは、

そのまま高級食材として出荷されているだけでなく、ジャム

などの加工品も作られています。

＜市内在住者の作品を募集します＞
　市内在住の一般社会人作品を公募します。部門は油彩画、日本画、水彩画、墨彩画などで、100号
   以内２点までとします。
   出品料は不要です。

 
 ※９月１日（土）の9:00～10:00
      に持ち込まれた作品を展示します。
　   事前に美術館へ持ち込まれた作品
      も展示します。
　   作品には題名、氏名を明記してく
      ださい。

＊画像のみ最終処理



10:30

10:30

14:00

10:30

14:00

10:30

10:30

10:30

10:30

10:30

13:30

10:00

21日（金）

８日・22日（土）

12日（水）

  １日（土）

  ４日（火）

11日（火）

19日（水）

８日（土）

   おはなし会

20日（木）

   朗読会「ふれあい処」

15日（土）

毎週土曜日

毎週木曜日

８日（土）・26日（水）

15日（土）

   おはなし会0.1.2

お問合せ・休館日
館  ☎（280）3300

3.10.18.24.28日

3.10.17.24.28日

3.10.17.24.28日

3.10.17.24.28日

3.10.17.24.28日

休

白根桃源図書館  ☎（284）6010
休

わかくさ図書館  ☎（283）1501
休

八田ふれあい図書館  ☎（285）5010
休

甲西図書館  ☎（282）7291
休

芦安分館9月の開館日
☎（282）7285
4.7.11.14.18.21.25.28日
開館時間　13：00～17：00

M i n am i -
A l p s  C i t

y

長清太鼓
団体紹介

　作曲・指導は、篠笛と和太鼓奏者の第一人者である、天野　宣
先生にお願いし、歴史や小笠原長清のイメージを曲に託していた
だき、お囃子や太鼓組曲などさまざまな切り口でアピールしてい
ます。
「打ち手」と「打ち手」、「打ち手」と「太鼓」、
「太鼓」と「聴き手」、「音」と「音」。
これらの「間」を丁寧に優しくつなぐ太鼓・笛の響き。
　女性が多く、県内でもめずらしいチームですが、力強さや優し
さなど、和太鼓によるアンサンブルを女性ならではの雰囲気を大
事にして、地域のイベントや施設でみなさんの笑顔に楽しさを感
じています。
　毎週木曜日に、北地区農村改善センターをお借りして練習して
います。興味のある方のご参加をお待ちしています。
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　武田美穂／作者

　　　　ほるぷ出版／出版社

『オムライス・ヘイ！』

月 の 催 し 物 案 内

『空飛ぶ広報室 』

  　
 　職業、広報官。取り扱い
商品は「航空自衛隊」！　
事故により戦闘機パイロッ
トとしての道を絶たれた空
井大祐が配属されたのは、
広報室だった…。
　Ｅ★エブリスタ連載に書
き下ろしを加えた待望のド
ラマティック長篇小説。

児童書新刊案内

一般書新刊案内

        

　 ケチャップごはんを作っ
たら、たまごを入れるぞ、
ジュージューだ！　オムラ
イスができるまでを、おい
しそうなイラストとリズミ
カルな文章で描く。読みき
かせにぴったりのたべもの
絵本。

 

９

わ

白

 
甲

　

 

櫛

 
八

櫛

白

甲

わ

櫛

八

八

　有川　浩／作者
　　　　　　幻冬舎／出版社

甲

   工作教室「パックリこものいれ」

   シニア講座「切り紙で作る花飾り」※要申込

　私たちの会は、小笠原流礼法発祥の地、小笠原を中心
にこのような伝統ある文化の発信地であることを次の世
代へ継承しようと、平成15年２月に結成されました。
　

長清太鼓リーダー　　 三吉  巖　　　

14:30



其の 65

ま
ぼ
ろ
し
の
前
御
勅
使
川
堤
防
　
お
熊
野
堤

お
熊
野
堤
発
掘
調
査
最
新
レ
ポ
ー
ト

誇り
FURUSATO no HOKORI
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ふるさとの

ガ
イ
ド赤

牛さ
まふるさと文化伝承館キャラ

く
ま
ん
ど
い

ま
ふ
み

ふ

堤防の上も平ら
に石が並べられて

いるね

　すごい！
こんなすがたをし
ていたのね

し

（
お
く
ま
ん
ど
い
）

さ
れ
き

　
野
牛
島
に
あ
る
旧
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
南
側
の
土
手
は
、

明
治
31
年
ま
で
流
れ
て
い
た
前
御
勅
使
川
の
右
岸
を
守
る
堤

防
跡
で
す
。
古
く
は
「
お
熊
野
堤
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

 

今
回
の
調
査
は
、
お
熊
野
堤
の
保
護
を
第
一
の
目
的
と
し
、

市
道
路
建
設
の
た
め
必
要
最
低
限
の
掘
削
が
な
さ
れ
る
範
囲

を
発
掘
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
次
の
よ

う
な
お
熊
野
堤
の
構
造
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
堤
の
形

状
は
砂
礫
を
積
み
上
げ
た
か
ま
ぼ
こ
状
で
、
水
流
の
当
た
る

川
表
側
に
は
長
径
10
〜
25
　
の
大
小
の
石
を
積
み
、
さ
ら
に

そ
の
外
側
に
長
径
25
　
前
後
の
河
原
石
を
積
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
外
側
の
石
積
み
は
、
布
積
み
と
い
う
横
に
目
地
が

通
る
よ
う
に
整
然
と
石
を
積
み
上
げ
る
方
法
で
作
ら
れ
、
堤

防
の
馬
踏
と
呼
ば
れ
る
上
部
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
馬
踏

の
部
分
は
、
石
が
ほ
ぼ
平
ら
に
葺
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
布
積
み
さ
れ
た
石
積
み
の
堤
防
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
御
勅
使
川
の
堤
防
、
石
積
出
や
将
棋

頭
、
桝
形
堤
防
な
ど
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
御
勅
使
川
の
堤
防
の
歴
史
に
新
し
い
一
頁
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
見
つ
か
っ
た
堤
防
の
築
堤
時
期
は
、
現
在
調
査
中
の

た
め
調
査
結
果
を
待
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

明
治
29
年
に
起
き
た
前
御
勅
使
川
の
大
洪
水
の
被
害
状
況
図

に
、
今
回
の
調
査
地
点
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

　
　
　

cm

cm



上
高
砂

前御勅使川

旧運転免
許

センター

調査地点

神明川 釜
無
川
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柳
川

た

片
道
の
切
符
故
郷
を
発
つ
決
意
　
　
　    

大
森
一
男
（
鮎
沢
）

原
爆
の
罪
問
わ
れ
な
い
片
手
落
ち
　
　
　
　
飯
窪
純
雄
（
西
南
湖
）

学
徒
兵
片
道
切
符
持
っ
て
征
き
　
　
　      

込
山
幸
江
（
西
南
湖
）

飾
ら
ず
に
片
隅
で
咲
く
花
が
好
き
　
　
　
　
塩
沢 

進  

（
落
合
）

片
仮
名
が
紙
面
に
ふ
え
る
国
際
化
　
　
　
　
厚
芝
房
雄
（
秋
山
）

片
意
地
を
張
っ
て
孤
独
の
日
を
過
ご
す
　
　
深
沢
経
生
（
落
合
）

ゆ

わ
か
わ
し

は
る

そ
れ
以
前
の
築
堤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
ま
で
も

さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
熊
野
堤
は
、
今
で
こ
そ
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
ま
す

が
、
発
掘
さ
れ
て
く
る
過
去
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
先
人
た
ち
の
治
水
へ
の
願
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
先
人
た
ち
の
努
力
の
跡
か
ら
想
像
力
を
働
か
せ
、
現
代

の
私
た
ち
が
水
害
に
対
す
る
備
え
を
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ

石が並ん
で積まれて
いるよ

御勅使川ゆかりの史跡を歩く

楽しみながら、ふるさとの史跡を訪ね
るウォーキングです（約７km）。
スイーツのサービスも。

　■開催日　９月30 日（日）

　■時　間　8:30～ 15:00

　■集　合　ふるさと文化伝承館

　■定　員　50 人程度（先着順）

　■参加費　200 円（保険料込）

　◇申込・お問合せ／文化財課
　　℡（282）7269
　　土日はふるさと文化伝承館へ　
　　℡（282）7408

片
道
で
散
っ
た
若
鷲
惜
し
ま
れ
る
　
　
　
　
村
松
文
男
（
東
南
湖
）

片
意
地
を
張
っ
た
相
手
に
我
が
身
見
る
　
　
河
野  

正
（
鮎
沢
）

片
思
い
知
ら
ぬ
あ
な
た
も
老
い
て
い
た
　
　
小
田
嶋
康
子
（
鮎
沢
）

お
互
い
に
片
目
つ
む
っ
て
今
が
あ
る
　
　
　
河
野
美
智
子
（
鮎
沢
）

片
思
い
胸
を
焦
が
し
た
遠
い
青
春
　
　
　
　
安
藤  

孝
（
鮎
沢
）

八田
図書館

八田窓口
サービス
センター

八田共選所
下
高
砂

お熊野堤
おくまんどい

神明神社

信玄橋

旧堤防



族
家

Healthy Life 健 康
健康を考えよう
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！

　 【お問合せ】　健康増進課　℡（284）6000

◆高齢者インフルエンザ予防接種事業について

実施期間　 平成24年 10月１日～平成25年１月31日
対 象 者　 65歳以上の高齢者
自己負担　1,000円

対象者には、9月末に必要な書類を郵送します。

　※60～64歳で、心臓、じん臓、呼吸器の機能や免疫系の特別な病気を原因とした、日常生活行動 が極度   
      に制限される（身体障害者手帳1級）程度の障害を持つ方にもこの制度が適用されますので、お気軽にお  
      問い合わせください。
     なお、高齢者インフルエンザ予防接種は、接種を希望する方のみが受けるもので、法律上の義務はありま  
     せん。

各種予防接種についてお知らせします
 

 

インフルエンザの流行は、通常初冬から春先にみられます。
普通のかぜに比べて強い全身症状が特徴ですが、気管支炎や肺炎を合併し、
重症化することが多く、抵抗力が弱い高齢者にとっては非常に怖い病気です。

◆不活化ポリオワクチンが9月1日から定期予防接種に導入されます

◆風しんの予防接種について
関東地方で風しんの感染者が大幅に増加しています。
麻しん風しん混合ワクチンの定期予防接種の対象者で未接種の方は早めに
接種しましょう。対象者にはすでに通知を送付しています。

   また妊婦への感染を防ぎ、先天性風疹症候群を予防するために、妊娠を考えている女性や妊婦の家族で風しん
にかかったことがない、または風しんの予防接種を受けたことがない方は、任意（自費）で予防接種を受けるこ
ともできますのでご検討下さい。
   ※成人女性の方が接種する場合には、妊娠していない時期にワクチン接種を行い、その後２ヶ月避妊するよう  
      注意する必要があります。

 こ れ ま で　 定期予防接種における生ポリオワクチンの接種は集団接種で2回行い、経口接種（口から飲む）。     
 こ れ か ら   不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮下に注射）で回数は４回となり、医療機関での個別接種。  

 変更に伴い 　・生ポリオワクチンを既に１回だけ受けている方は9月以降不活化ポリオワクチンを3回接種し
　　　　　　　　てください。
　　　　　　　・生ポリオワクチンをまだ１度も受けていない方は4回接種してください。
　　　　　　　・生ポリオワクチンをすでに2回接種された方は今後の接種は不要です。

※健康福祉センターで実施する集団接種は、6月29日をもって終了となりました。   



きのこのやま。　今月の
くしがたやま
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９
月
の
櫛
形
山
は
そ
ろ
そ
ろ
秋
の
装
い
に
移
り
変
わ
る
季
節
。
８
月
は
櫛
形
山

に
も
燦
燦
と
陽
ざ
し
が
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。
雨
を
受
け
、
陽
の
ひ
か
り
を
受
け
て
、

豊
か
な
森
は
い
ち
だ
ん
と
育
ち
ま
す
。
夏
の
あ
い
だ
咲
き
誇
っ
た
花
々
も
実
を
つ

け
て
次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

　
そ
し
て
こ
の
時
期
登
山
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
た
く
さ
ん
の
き
の
こ
た
ち
に
出

会
え
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
き
の
こ
は
「
木
の
子
」。
さ
ま
ざ
ま
な
木
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
き
の

こ
が
育
つ
の
で
す
。
き
の
こ
は
秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
年
中
森
の

な
か
で
次
々
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　
図
鑑
を
持
っ
て
山
の
な
か
で
見
比
べ
る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、
き
の
こ
の
識
別

は
と
て
も
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
き
の
こ
と
触
れ
合
っ
て
山
歩
き
を
楽
し
み

た
い
と
思
う
方
に
は
、
自
分
ら
し
い
名
前
を
つ
け
て
し
ま
う
と
こ
れ
が
意
外
に
楽

し
く
、一
味
違
っ
た
楽
し
い
山
歩
き
が
で
き
ま
す
。
語
尾
に
「
タ
ケ
」
を
つ
け
れ
ば
、

も
う
そ
れ
は
あ
な
た
だ
け
の
き
の
こ
に
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
サ
ン
ゴ
礁
の
よ
う
に
見
え
た
き
の
こ
は
「
サ
ン
ゴ
タ
ケ
」
と
名
づ

け
ま
し
た
。
実
名
は
「
ハ
ナ
ビ
ラ
タ
ケ
」
で
す
。
ラ
ッ
パ
の
よ
う
だ
か
ら
「
ラ
ッ

パ
タ
ケ
（
ウ
ス
タ
ケ
）」。
さ
ら
に
ト
マ
ト
の
よ
う
な
赤
い
き
の
こ
は
ず
ば
り
「
ト

マ
ト
ダ
ケ
（
タ
マ
ゴ
ダ
ケ
）」
と
い
っ
た
具
合
に…

。

　
そ
し
て
お
気
に
入
り
の
き
の
こ
を
見
つ
け
た
ら
写
真
に
お
さ
め
て
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も
あ
な
た
だ
け
の
き
の
こ
で
い
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
色
と
か
た
ち
と
特
徴
を
そ
な
え
た
森
の
き
の
こ
た
ち
。

　
き
の
こ
の
や
ま
へ
ど
う
ぞ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
櫛
形
山
に
は
た
く
さ
ん
の
き
の
こ
が
あ
り
ま
す
。

　
有
毒
の
も
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
食
用
に
す
る
場

合
は
専
門
家
に
き
ち
ん
と
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
手
を
触
れ
る
だ
け
で
も
炎
症
を
起
こ
す
種
類

の
も
あ
り
ま
す
。

　
き
の
こ
の
採
取
に
あ
た
っ
て
は
し
っ
か
り
と
社
会

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

櫛形山
 見どころガイ
櫛形山
 見どころガイド

ハナビラダケ

KUSHIGATAYAMA MIDOKORO GUIDE

さ
ん
さ
ん

ウスタケ（左）とタマゴダケ（右）



　市と株式会社サイネックスは、両者の協働で「南アルプス市暮らしの便利帳2012」
（Ａ４判／カラー106ページ／29,000部）を発行しました。

　今回「便利帳」に掲載する広告を募集したところ、多くの企業、団体、

商店などのみなさんに広告主となっていただき、市の支出を伴わずに発行

することができました。

　ご協力ありがとうございました。

　仕上がった冊子は、順次全戸配布し、本市に転入した世帯には転入手

続き時に窓口でお渡しします。

　冊子には、市の概要や観光・文化財をはじめ、市役所の手続き紹介や

公共施設、市内医療機関の案内などの情報を盛り込んでいます。市民の

みなさんのさまざまな場面でご活用ください。

配布期間　９月３日～３０日
※期間を過ぎても届かない場合は、秘書課までご連絡ください。

【お問合せ】秘書課　℡（２８２）６０３７
（広告については）㈱サイネックス　℡０３（３２６５）６５６５

平成24年９月1日発行総人口　　        　 73,498人   
　男　　　　　　　36,144人　

　女　　　　　　　37,354人 　 

　世帯　　　　　　26,055世帯

＜外国籍人口　　
 
 　974人＞

　 平成24年８月１日現在

No.114南アルプス広
報

 父・心　母・知子（上八田） 

短いコメントを添えて
広報担当まで送ってください。

子どもの写真を募集しています。

父・諭史　母・友子（加賀美） 父・隆行　母・有紀（小笠原）

たくさんの笑顔をありがとう♡
明るく元気いっぱいに育ってね。 

電車大好き 外で遊ぶの大好き。
泣いて笑って走りまわって　　　
元気いっぱいそうちゃんです。 　　　

　

　　

わが家のプリンセス☆
いつもたくさんの笑顔をありがとう。

り　ず

　　　

山本　梨珠 ちゃん

各窓口サービスセンター

今月の表紙

所在地　〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376
　　　　℡055（282）1111（代表） 055（282）1112

編　集　南アルプス市役所 秘書課 7306）282（℡

　　　　 1100）582（℡ 田八 ／ 0003）382（℡ 根白 ／
2112）882（℡ 安芦　　　　 ／ 0013）282（℡ 草若 ／
　0213）282（℡ 西甲　　　　

http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/
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あ  る  ぷ  す  キ  ッ  ズ

まゆか

ALPS KIDS

FAX

　８月19日の支部演習で
の１コマです。炎天下のな
か、ポンプ車操法で訓練成
果を披露する消防団員の
表情を撮りました。

（１歳） 鶴田　壮史朗くん（１歳）
そうしろう

渡辺　万由花ちゃん（１歳）

暮らしの便利帳が完成しました

※住基法改正により、前月号と集計方法が異なるため、
　今月号では対前月比（増減）を記載していません。


















